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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
被
災
地
に
お
け
る
復
興
の
大
幅
な
遅
れ
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
々
の
避
難
所
及
び
応
急
仮
設
住
宅
に
お
け
る
生
活

環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
避
難
所
に
関
し
て
は
、
暑
さ
対
策
を
現
場
の
実
情
に
応
じ
て
適
切
に
実
施
す
る
よ
う
関
係
各
県

に
対
し
て
依
頼
し
、
応
急
仮
設
住
宅
に
関
し
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
補
修
や
敷
地
内
通
路
の
簡
易
舗
装
等
の
費
用
の
一

部
に
つ
い
て
、
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
に
基
づ
く
国
庫
負
担
の
対
象
と
な
る
旨
を
関
係
各
県
に

対
し
て
通
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
て
の
応
急
仮
設
住
宅
に
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
等
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
居
住

環
境
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
避
難
所
及
び
応
急
仮
設
住
宅
に
お
け
る
生
活
環
境
の
改
善
に
向
け
、
必
要
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

二
及
び
七
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
第
二
次
補
正
予
算
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
当
面
の
復
旧
対
策
に
万
全
を
期
す
た
め
、
必

要
な
財
政
措
置
を
盛
り
込
ん
だ
結
果
、
東
日
本
大
震
災
関
係
経
費
が
約
二
兆
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
関
係
経

費
が
約
四
兆
円
計
上
さ
れ
て
い
る
平
成
二
十
三
年
度
第
一
次
補
正
予
算
と
合
わ
せ
て
、
復
旧
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
し

一



て
い
る
。

ま
た
、
本
格
的
な
復
興
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、
必
要
と
な
る
復
興
施
策
の
精
査
、
復
興
事
業
に
係

る
財
源
の
確
保
等
、
国
に
よ
る
復
興
の
た
め
の
取
組
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
観
点
か

ら
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
九
日
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
決
定
。

以
下
「
復
興
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
現
在
、
復
興
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
平
成
二
十
三
年
度
第
三
次
補
正
予
算
を
編
成
す
る
た
め
の
作
業
に

着
手
し
て
お
り
、
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
十
条
に
お
い
て
必
要
な
法

制
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
復
興
特
別
区
域
制
度
に
つ
い
て
も
、
所
要
の
法
案
を
早
期
に
国
会
に
提
出

す
る
た
め
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
湾
口
防
波
堤
を
復
旧
す
る
こ
と
を
含
め
、
被
災
地
の
地
方
公
共

団
体
が
策
定
す
る
復
興
計
画
を
踏
ま
え
、
被
災
地
の
地
方
公
共
団
体
等
と
も
連
携
を
図
り
つ
つ
、
被
災
地
域
の
復
興
を
適
切

に
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

二



四
及
び
五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
復
興
基
本
方
針
に
お
い
て
、「
地
域
の
実
情
に
即
し
て
多
様
な
用
途
の
立
地
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

土
地
の
買
い
上
げ
等
も
可
能
な
「
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
」
を
総
合
的
に
再
検
討
す
る
。
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

政
府
と
し
て
は
、
被
災
地
の
地
方
公
共
団
体
の
要
望
も
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
復
興
基
本
方
針
に
お
い
て
、
「
地
盤
沈
下
等
の
現
況
も
踏
ま
え
つ
つ
、
・
・
・
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
施
策
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
実
施
す
る
。
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
被
災
地
の
地
方
公
共
団
体

と
も
連
携
を
図
り
つ
つ
、
被
災
地
域
の
復
興
を
適
切
に
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
復
興
住
宅
」
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
三
年
八
月
五
日
内
閣
衆
質
一
七
七
第
三
五
一

号
）
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

九
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
復
興
基
本
方
針
に
お
い
て
、
「
今
後
の
復
旧
・
復
興
に
当
た
っ
て
は
、
国
費
に
よ
る
措
置
を
講
じ

三



て
も
な
お
、
地
方
負
担
が
地
方
債
の
償
還
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
事
業
を
含
め
て
生
じ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
・
・
・
国
・

地
方
（
公
費
分
）
合
わ
せ
て
少
な
く
と
も
十
九
兆
円
規
模
の
施
策
・
事
業
に
充
て
る
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ

て
、
地
方
負
担
分
に
つ
い
て
地
方
交
付
税
の
加
算
を
行
う
等
に
よ
り
確
実
に
地
方
の
復
興
財
源
の
手
当
て
を
行
う
。
」
と
す

る
と
と
も
に
、
「
各
府
省
は
、
被
災
し
た
地
方
公
共
団
体
の
意
向
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
所
管
す
る
復
興
施
策
に
つ
い
て
の
当

面
の
事
業
計
画
や
業
務
の
工
程
表
を
、
可
能
な
限
り
速
や
か
に
策
定
し
、
公
表
す
る
。
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政

府
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

四


